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高ಁա板ガラスとけいࢎιーダ（ਫガラス）૚と
を交ޓにੵ૚したߏ଄のύイロストップは、ສ一
のՐࡂ時にՐԌやԎを遮断するとಉ時に、ڧ྽
な᫔ࣹ熱も遮断する画ظతなੑ能をඋ͑た遮熱
タイプの๷଱Րガラスです。
このύイロストップをฐࣾಠࣗのٕज़でフレーム
と一ମで૊Έ合Θせたύイロストップ΢ォールは
ガラスでは不Մ能といΘれていた଱Ր間࢓੾น

（ඇ଱ྗ）のೝ定ࢼ験にも合֨。ޙࠓの新たなガ
ラスݐஙのՄ能ੑを֦げるガラスとして大きな
஫目をूめています。

‒ಛɹ௕
1 ๷଱ՐΨϥε

Ր࣌ࡂにガラス໘のԹ度が120ˆを௒すと、けいࢎ

ιーμ૚がൃ๐しՐԌやԎはもͪΖん᫔射熱をもः

அします。ͦ のため900ʙ1
000ˆのՐԌで加熱

された৔合も、ඇ加熱໘のガラス໘はඦ਺े度ҎԼ

に1࣌ؒ保࣋されます。Ұൠの防Րガラスでは

�00ˆҎ্になるྡ઀したۭؒも、パΠロスτοプ

なら�0ˆҎԼに保たれますのでආ೉を༰қにしま

す。またパΠロスτοプのۙくにՄ೩෺があっても

ணՐを防͙ことができます。

աಁߴ 2

ա板ガラスを採用しているためϫΠϠレスでΫಁߴ

ϦΞなࢹքがେ։ޱ໘でಘられます。

� ҆શ ɾੑःԻੑ

パΠロスτοプはಁߴա板ガラスとけいࢎιーμ૚

をަޓに多૚ߏ੒した合わせガラスなので、ガラス

໘΁のিಥや஍਒などでສҰ破損した৔合でも破ย

のඈࢄを防͗ます。

また、ःԻ性能も+*4౳5ڃ-�（��౳ڃ）と༏れ

たޮՌをൃشします。

‒༻ɹ్
1 Ψϥε଱Րؒ仕੾น

・ಁ 明なガラススΫϦーン耐Րؒ࢓੾น
・�特にආ೉௨࿏、ආ೉֊ஈなどの耐Րนをシースルー
にする৔合
・�法తには特定防Ր設උが使用Մ能でも安全性の޲
্が๬ましい建෺および෦Ґ
（例え͹ެڞ施設、පӃのආ೉௨࿏पลやՄ೩෺が
多い用్の۠ը）
・�େ規໛建築෺などのҰ࣌ආ೉ΤϦΞ、消Րٹॿ
ΤϦΞ

2 ͦのଞ

・ඒ術品などのలࣔガラススΫϦーン

‒ϚʔΫදࣔ
ίーφーの1カॴにॴ定の

ϚーΫを表ࣔしています。

๷Րテストத：ύイロストップのඇՃ熱面のԹ౓はखでも৮れ
Βれるఔ౓のԹ౓にしか上ঢしません

単位：mm

8

23

高透過板ガラス

けい酸ソーダ

23ミリ
1時間耐火間仕切壁用

●構造図˔ਗ਼ਫݐઃ　東๺ࢧ店（ٶ৓）　଱Ր間࢓੾น（スリムタイプ）

˔なΒはスΧイアリーφ（෱ౡ）　଱Ր間࢓੾น（スリムタイプ）

˔ύイロストップߏ଄ਤ

͚いࢎιʔμೖੵ૚ガラス

パイϩスτップ
関連項目頁
˙ガラスを安全にお使いいただくために� ˰1��
˙൘ガラスのඪ४施工� ˰1����
�খड注ੇ๏࠷େɾ࠷˙ ˰1����
˙設計ɾ施工ɾ使用্にؔするご注意� ˰1����
˙お໰い߹わͤઌ
೔本൘঳ࢠσΟʔɾΞϯυɾδʔɾγスςϜࣜג会社� ˰1����
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●品種表
品  　　 種  最大寸法（mm）

パイロストップ

※ご使用になる寸法で輸入するため、通常3～4ヶ月の納期が必要です。
※上記以外の仕様についてはお問い合わせください。

P47-表1

 呼び厚さ（ミリ）

23

ガ 　ラ　 ス 　の　 構　 成

高透過板ガラス3ミリ×6枚、けい酸ソーダ発泡層×5層 W1,600×H2,900 300×200

 最小寸法（mm）色・パターン

クリア

種              類 最　　大　　寸　　法（mm）

主にビル用

姿              図対 　　 象 認　定　番　号

※パイロストップウォールは火災時の放射熱を遮断するため、ガラスのみでなく周辺フレームも特殊遮熱構造としてあります。このため、非加熱面温度は火災時135℃～146℃となります。
※らんま付や連段窓でガラスが大寸法の場合、無目の補強や断面を拡大する必要があります。
※スリムタイプの単窓の場合は枠内法    1,560×    2,860となります。詳しくは、日本板硝子ディー・アンド・ジー・システムにお問い合わせください。

単窓
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らんま付
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連窓

連窓らんま付
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55
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55

W  1,550（MAX）
55 90

耐火間仕切壁 FP060NP-9007

耐火間仕切壁
（スリムタイプ） FP060NP-0343

枠内法    1,540×    2,815W H

枠内法    1,540×    2,855W H

枠内法    1,568×    2,860
※単窓：下記参照

W H

●1時間耐火間仕切壁  パイロストップウォール：特殊なフレームと一体で認定を取得しています。

2,8
60（
MA
X）

60
60

1,568（MAX）
50 30

W H

H

W

H

W

●パイロストップウォール断面詳細図（参考図） ●パイロストップウォール（スリムタイプ）断面詳細図（参考図）
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115

アンカー

アンカー＠450以下

セッティングブロック（ケイカル板t6）

化粧カバー（St厚1.6）

パイロストップ（t23）

ボード押え金物ケイカル板

アンカー＠450以下

55
65

10 90
ケイカル板

12
0

パイロストップ（t23）
化粧カバー（St厚1.6） ボード押え金物 

アンカー

アンカー＠450以下

アンカー＠450以下

■縦断面

■横断面

■縦断面

■横断面

※化粧カバーはスチール、ステンレス
　の2種類があります。

※化粧カバーはスチールとなります。

※連続した段窓などでは強度上、無目
　など断面が大きくなることがあります。

■各部寸法表
65以上
90以上
125以上
65以上

90以上

120以上
115以上

上枠
無目
下枠
竪枠
中間
方立
竪枠
横枠

枠
見付

見込み

■各部寸法表
60以上
60以上
50以上
30以上
152以上
146以上

上枠
下枠
竪枠
間柱
竪枠
横枠

枠
見付

見込みアンカー＠450以下

ボード押え（St厚1.6）

シーリング材（シリコーン系）

パイロストップt23

（ケイカル板）
セッティングブロック

ケイカル板

FL20

152

46.4

60
20

40

18

60

間柱（St厚1.6）ケイカル板

（シリコーン系）
シーリング材 バックアップ材

パイロストップｔ23

50 30

146

30

40
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